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Ⅰ.一 般 演 畏

1)不明熱の原因が 関節炎と考えられた末端肥

大症 の 1例

田村
凹中 富叢 書百都 健 (雷撃語宕病院)

吉川 博子 ( 同 第-内科 )

【症例】60歳女性

【主訴】発熱.全身倦怠感,両膝.両肩.左手首の関節

棉.

【家族歴,既往歴】特記すべきことなし

E現病歴】昭和62年東端肥大症と診断され HaTdy の

手術を受けた.平成10年 5日頃より,全身倦怠感.体薮

減少,左肩関節痛と発熱を認め,精杏E]的に当科入院 し

たが不明熱とし退院.同様の発熱が続 くことと膝関節痛,

肩関節痛 も強 くなつたため平成11年 ▲1日再入院.

(経過】隈原病,悪性疾患,感染性疾患は否定的であっ

た.骨シンチにて両膝に hotspotあり.動 くと関節痛

と発熱をきたしたことから熟の原因は関節炎によるもの

と考えられた.膝関節包,滑膜摘出術緩解熟 した.関節

也,滑膜の組織では滑膜細胞の増殖と炎症性細胞の浸潤

がみられた.

【結語】滑膜炎による膝関節炎が原田で熱発 した末端

因のはっきりしない発熱をみた場合,関節炎を疑う必要

がある.

2)精神分 裂病 の経 過 中に発見された ACTH

単独欠損症の 1例
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症例は50歳,男性.1996年より幻覚 ･妄想あ り精神分

裂病の診断にて当院精神科で投薬治療.徐々に意欲低下

などの陰性症状が主体となってきた.1997年以降肺炎 ･

急性腸炎の診断で他院に入退院を繰 り返 し,体重減少を

認めていた.1999年6月当院精神科にて貧血 ･甲状腺

機能低下を指摘され当科紹介.血中コルナゾ-)i,(F)

測定感度以下にもかかわらず ACTH の上昇な く.F

は CRH 負荷に無反応,迅速 ACTH 負荷に低反応,

ACTH持続負荷に良好に反応.TSH 高値,rT3･fT4

低値,TRH 負荷に TSH 過大反応あ り.1リ.上 よ り

ACTH単独欠指症 ･原発性甲状腺横能低下症 と診断 し

た.Ilydroeortisone補充後日他覚所見は改善 したが.

TSH は50⇒10-20/LIU/ml程度までしか改善せず,卜

T4補充を追加 した.甲状腺横能低下に関しては.個性

甲状腺熱 原発性甲状腺機能低下症があ りF欠乏によ

り増悪 していたものと推測された.

3)糖尿病性腎症治療への新しい視点 (第 1報)

一尿蛋白定量 のすすめ-

単相 宏志 ･中村 隆志 (中村医院内科 )

【日的】糖卿 両性腎症の早期診断と治療指標 として尿

中徴農アルブミン窺畳が行われているが,頻回に測定す

るためには費用がかかるため,尿素自走巌を健闘できる

かどうかを検討 した.

【対象と方法】当院に通院中の糖尿病患者 107名 (う

ち尿蛋白定性で陽性の者14名)を対象に,外来受診時の

スポット尿を用いて,蛋｢l宝嵐.アルブ ミン定巌.クレ

アチニン定量を行った.

【結果】尿蛋白定量とアルブ ミン定量の結果は良 く相

関 した (r-0.972).

【考察】尿中アブルミン濃度 (,"ど/ml)-尻炎自濃度

(mg/dい ×8.･ト十1.0と推定される.また,尿射 !1'j=三速

からみた微塵アルブミン尿の判定基準としてほ,夜間尿

ll,lLg/分以上,24時間尿17/Lg/分1･11と∴ 昼間 (安静暗)

尿23,,Eg/別 11上 Cr補正値は20mg/g･Cr以上と考

えられる.

【結論】尿中アルブミン宝鼠は里明腎症の評価法 とし

て有用であるが費欄がかかるので,経過のフォローアッ

プ等には尿蛋白定量で十分であると考えられる.


